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令
和
６
年
度
か
ら
、
就
業
相
談
は
各

拠
点
窓
口
で
い
つ
で
も
受
け
付
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ご
相
談
事
が
あ
る
場
合
は
、
ご
遠
慮

な
く
各
拠
点
へ
直
接
ご
連
絡
・
ご
来

所
く
だ
さ
い
。

　
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
都
合
に
応
じ

て
職
員
が
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

お客様
発注内容一覧表

令
和
6
年
度
夏
期
全
体
会
日
程

職
員
の
人
事
異
動

就
業
相
談
に
つ
い
て

　「
人
生
百
年
」「
生
涯
現
役
」と
言
わ
れ
る

時
代
。
元
気
で
幸
せ
な
一
生
な
ら
良
い
で

す
が
、
年
々
体
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
が
悲
鳴

を
上
げ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
も

70
代
前
半
く
ら
い
ま
で
は「
今
や
れ
る
こ

と
が
５
年
後
に
も
で
き
れ
ば
い
い
ん
で

す
」と
楽
勝
で
す
が
、
諸
機
能
の
低
下
、
生

活
習
慣
病
、
運
動
不
足
な
ど
老
化
が
進
む

と
、
こ
ん
な
は
ず
で
は
…
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
の
仕
事
を
し
て
い
て
、
ま
だ

や
れ
る
の
で
は
と
欲
を
出
し
仕
事
を
増
や

し
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
だ
ん
だ
ん
と「
こ

ん
な
は
ず
で
は
」の
年
代
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
と
に
か
く
つ
ま
ず
い
た
り
転
倒

し
た
り
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
で
き

る
だ
け
長
く
現
役
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

（
担
当
理
事
　
渡
邉
み
い
子
）

令
和
６
年
度
第
１
回
共
助
会
評
議
員
会
を

５
月
30
日（
木
）に
開
催

●
令
和
５
年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
報
告

　（
左
表
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

●
1
泊
旅
行

『
共
助
会
で
は
初
⁉
の
山
梨
県
石
和
温

泉
の
旅
』

　
・
バ
ス
２
台
で
64
名
が
参
加

　
・
補
助
額
　
９
、０
５
４
円

　
　
　
　
　
　
　（
参
加
者
１
名
あ
た
り
）

●
令
和
６
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

承
認

●
本
年
度
の
１
泊
旅
行
に
つ
い
て

　
今
年
も
11
月
中
旬
に
実
施
す
る
方
向

で
進
め
て
い
ま
す
が
、
２
０
２
４
年
問

題
等
の
影
響
で
旅
費
が
高
騰
し
て
い
る

た
め
、
参
加
費
の
値
上
げ
、
実
施
方
法

の
変
更
な
ど
を
様
々
検
討
し
て
い
ま

す
。
決
ま
り
次
第
改
め
て
ご
案
内
し
ま

す
の
で
、
そ
れ
ま
で
し
ば
ら
く
お
待
ち

く
だ
さ
い
。

科　　目
会費
補助金
寄付金他
収入合計

収入の部 （円）

（円）支出の部

2,211,500
800,000

13
3,011,513

決算額

　科　　目
管理費
事業費
支出合計
当期収支差額

86,824
2,608,028
2,694,852
316,661

前期繰越金
次期繰越金

2,128,596
2,445,257

決算額

令和5年度共助会決算報告令和5年度共助会決算報告
共
助
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

品川区を象徴するものとして、神社や仏閣、商店街や
水族館など、各々にイメージするものがあると思います
が、屋形船も品川区を象徴するものの一つではないで
しょうか。
　屋形船は平安時代に貴族の舟遊びにも使われており、
船上で楽器を演奏したり、和歌を詠む雅な文化として親
しまれ、万葉集にもその名前が記されております。現在も
品川区内にはいくつかの船宿があり、品川の文化として
発展しています。暑さの厳しい昨今、水辺で楽しむ品川
の文化で、夏の涼を楽しんでみてはいかがでしょうか。

撮影：町田洋子会員（品川北地区）

シルバー

6
月
30
日
付
退
職

鈴
木
　
祥
司

　
　
本
部
再
任
用

７
月
１
日
付
新
規
採
用

渡
辺
　
凌
大

　
　
荏
原
支
部
主
事

７
月
１
日
付
人
事
異
動

白
井
　
祐
子

　
　
荏
原
支
部
主
任
▽
東
大
井
支
所
主
任

志
村
　
直
朗

　
　
東
大
井
支
所
主
任
▽
本
部
主
任

品川区の名所や風景、会員さんの
作業の様子など、表紙に使用する
写真を募集いたします。写真が趣
味の方など、興味のある方は事務
局までお問合せください。

屋形船で涼を感じるひと時
中
延
地
区
　
　
7
月
15
日
（
月
） 

荏
原
第
二
地
域
セ
ン
タ
ー
第
１
・
2
集
会
室

品
川
南
地
区

7
月
21
日
（
日
）

品
川
第
一
地
域
セ
ン
タ
ー
第
１
集
会
室

品
川
北
地
区
　
7
月
27
日
（
土
） 

　
品
川
第
一
地
域
セ
ン
タ
ー
第
１
集
会
室

大
崎
地
区
　
　
7
月
28
日
（
日
） 

大
崎
第
一
地
域
セ
ン
タ
ー
第
１
・
2
集
会
室

大
井
西
地
区
　
7
月
28
日
（
日
）

　
大
井
第
三
地
域
セ
ン
タ
ー
第
2
集
会
室

荏
原
地
区
　
　
7
月
28
日
（
日
） 

荏
原
第
一
地
域
セ
ン
タ
ー
第
１
・
2
集
会
室

大
井
東
地
区
　
8
月
3
日
（
土
） 

　

　
東
大
井
区
民
集
会
所
第
５
・
6
集
会
室

八
潮
地
区
　
　
8
月
４
日
（
日
）

　
八
潮
地
域
セ
ン
タ
ー
レ
ク
ホ
ー
ル

戸
越
地
区
　
　
8
月
11
日
（
日
） 

　
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

大
井
地
区
　
　
8
月
18
日
（
日
） 

　
大
井
第
二
地
域
セ
ン
タ
ー
第
１
集
会
室

会員総数
令和6年6月1日現在

1,178名
男

1,023名
女

2,201名

（
鉄
道
唱
歌
の
替
え
歌
）

あ
と
が
き

我
ら
人
生
60
か
ら

　
我
ら
人
生
60
か
ら
心
も
体
も
元
気
で
す
／

70
で
迎
え
に
き
た
な
ら
ば
た
だ
い
ま
お
留
守

と
言
い
な
さ
い
。

　
我
ら
人
生
60
か
ら
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
朗
ら

か
に
／
80
で
迎
え
に
き
た
な
ら
ば
ま
だ
ま
だ

早
い
と
言
い
な
さ
い
。

　
我
ら
人
生
60
か
ら
そ
ん
な
に
不
足
は
言
い

ま
せ
ん
／
90
で
迎
え
に
き
た
な
ら
ば
そ
ん
な

に
急
く
な
と
言
い
な
さ
い
。

　
我
ら
人
生
60
か
ら
い
つ
も
感
謝
で
暮
ら
し

ま
す
／
1
0
0
で
迎
え
に
き
た
な
ら
ば
頃
み

て
行
く
よ
と
言
い
な
さ
い
。（
作
詞：梶
谷
忠
）

品川区の名所や風景、会員さんの

中
品川区の名所や風景、会員さんの品川区の名所や風景、会員さんの

集
品川区の名所や風景、会員さんの品川区の名所や風景、会員さんの

募



東
大
井
支
所
菅
井
所
長
よ
り
報
告

　
総
会
出
席
：
１
4
1
名
、
委
任
状
：

1
1
8
4
名
、
計
：
1
3
2
5
名
の
参

加
で
本
総
会
は
有
効
に
成
立
。

戸
川
監
事
よ
り
報
告

　
令
和
６
年
４
月
22
日
、
朝
岡
監
事

と
共
に
会
計
及
び
業
務
の
監
査
を
実

施
し
た
。
令
和
５
年
度
の
決
算
書
類

等
に
つ
い
て
は
法
令
、
定
款
の
違
反

は
な
く
、
ま
た
会
計
基
準
等
に
よ
り

適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
古
巻
事
務
局
長

　
令
和
５
年
度
事
業
報
告
と
一
括
し

て
説
明
。

会
員
数
　
２
１
１
２
名
　
38
人
減

契
約
件
数
　

1
２
８
７
６
件
　
８
２
４
件
減

（
派
遣
含
む
）

契
約
金
額
　

11
憶
９
７
６
２
万
６
９
３
６
円

３
１
０
万
１
４
６
９
円
増

（
派
遣
含
む
）

　
令
和
５
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
も
終
息

に
向
か
い
、
徐
々
に
日
常
生
活
が
戻

る
に
伴
い
、事
業
も
回
復
基
調
と
な
っ

た
。

　
請
負
・
委
任
契
約
の
事
業
実
績
で

は
、
特
殊
詐
欺
防
止
啓
発
活
動
業
務

を
令
和
４
年
度
に
続
き
区
と
の
連
携

で
実
施
す
る
な
ど
公
共
で
順
調
だ
っ

た
一
方
、
民
間
の
実
績
は
伸
び
悩
ん

だ
。派
遣
契
約
は
前
年
度
比
46
・
１
％

増
と
好
調
で
、
合
計
の
契
約
金
額
は

前
年
度
を
や
や
上
回
る
実
績
と
な
っ

た
。

　
地
区
の
活
動
は
、
夏
期
お
よ
び
新

年
の
全
体
会
が
4
年
ぶ
り
に
実
施
さ

れ
る
な
ど
、
停
滞
状
況
か
ら
の
回
復

が
見
ら
れ
た
。

　
広
報
活
動
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通

じ
た
広
報
な
ど
新
た
な
試
み
も
加
え

て
、
積
極
的
な
情
報
発
信
を
行
っ
た
。

令
和
５
年
度
決
算

経
常
収
益
計
　

13
億
２
１
４
万
５
７
５
４
円

受
託
事
業
収
益
・
労
働
者
派
遣
事

業
等
受
託
収
益
・
受
取
会
費
・
受

取
補
助
金
　
等

経
常
費
用
計
　

12
憶
４
５
９
０
万
２
１
９
０
円

　
事
業
費
・
管
理
費
　
等

当
期
経
常
増
減
額
　

５
６
２
４
万
３
５
６
４
円

　
こ
こ
か
ら
当
期
経
常
外
増
減
額
、

法
人
税
等
を
増
減
し
て

当
期
一
般
正
味
財
産
増
減
額
　

５
６
１
１
万
２
５
８
４
円

（
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
）

資
格
審
査
報
告

監
査
報
告

公
益
社
団
法
人
品
川
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

令
和
６
年
６
月
21
日（
金
曜
日
）

13
時
30
分
き
ゅ
り
あ
ん
大
ホ
ー
ル
で

定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

　
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
品
川
区
長
の

森
澤
恭
子
で
す
。

　
本
日
、
品
川
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
定
時
総
会
が
こ
の
よ
う
に

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
大
変

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

品
川
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
47
年
の
長
き
に
わ
た
り
ま
し
て
、高

齢
者
の
皆
さ
ん
に
対
す
る
就
業
機
会

の
提
供
、あ
る
い
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
促
進
な
ど
を
通
じ
て
、地
域
社
会

の
活
性
化
と
福
祉
の
向
上
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　「
人
生
１
０
０
年
時
代
」。「
平
均
寿

命
」と
と
も
に「
健
康
寿
命
」も
延
び

て
い
く
時
代
に
お
き
ま
し
て
は
、
年

齢
に
か
か
わ
ら
ず
新
し
い
知
識
も
学

び
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
経
験

を
活
か
し
て
仕
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
で
も
う
一
段
と
活
躍
し
て
い
く

新
し
い
人
生
設
計
も
必
要
に
な
っ
て

く
る
時
代
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い

ま
す
。
高
齢
で
も
働
く
意
志
と
能
力

の
あ
る
方
々
に
活
躍
し
て
い
た
だ
け

る
社
会
、「
生
涯
現
役
時
代
」を
見
据

え
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
果

た
す
役
割
は
今
後
さ
ら
に
大
き
く

な
っ
て
い
く
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
方
に
は
、
ご
健
康
に
留
意
し

つ
つ
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

通
じ
て
引
き
続
き
幅
広
く
ご
活
躍
い

た
だ
き
、
生
き
が
い
と
喜
び
を
も
っ

て
地
域
社
会
の
活
性
化
に
貢
献
し
て

い
た
だ
く
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。
品
川
区
と
い
た

し
ま
し
て
も
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
様
々
な
地
域
活
動
に
対
し
、

こ
れ
か
ら
も
十
分
支
援
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
一
層
の
ご
発
展
と
、

会
員
の
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
・
ご

活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
私
か
ら

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
本
日
は
ま
こ
と
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

森澤区長

高橋区民委員長

森
澤
恭
子
品
川
区
長
あ
い
さ
つ

中
井
武
美
会
長
あ
い
さ
つ

中井会長

令
和
6
年
度
定
時
総
会

令
和
6
年
度
定
時
総
会

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
会
長
の
中

井
武
美
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
お
忙
し
い
中
、

ま
た
足
元
の
悪
い
中
、
公
益
社
団
法

人
品
川
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

定
時
総
会
へ
の
ご
出
席
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
森
澤
恭
子
品
川
区
長

を
は
じ
め
、
ご
来
賓
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
ご
多
用
の
と
こ
ろ
総

会
へ
の
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
う
し
た
か
た
ち
で
総
会

が
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
は
ま
こ
と

に
喜
ば
し
い
こ
と
と
、
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
日
頃
よ
り
ご

来
賓
の
皆
様
か
ら
格
別
の
ご
理
解
・

ご
支
援
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
、

重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
品
川
区
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
は
昭
和
52
年
４
月
28

日
に「
品
川
区
高
齢
者
事
業
団
」と
し

て
設
立
さ
れ
、
平
成
23
年
度
に
は「
公

益
社
団
法
人
」に
認
定
さ
れ
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
今
年
度

設
立
か
ら
47
年
を
迎
え
る
歴
史
あ
る

誉
あ
る
団
体
で
す
。

　
設
立
以
来
47
年
の
歴
史
の
中
で
民

間
や
区
民
な
ど
か
ら
の
多
様
な
要
望

に
応
え
、
ま
た
会
員
の
皆
様
に
は
就

業
機
会
の
提
供
を
行
い「
高
齢
者
の

社
会
参
加
と
福
祉
」の
増
進
に
努
力

し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
発
生
、
世
界
中
に

大
流
行
し
、
日
本
国
内
で
も
国
民
の

あ
ら
ゆ
る
生
活
を
混
乱
に
陥
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
そ
の
影
響
に
よ
り
、
品
川

区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
も
業
績

に
大
き
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

令
和
５
年
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
は
２
類
相
当
か
ら
５

類
に
法
律
上
の
位
置
づ
け
が
変
わ
り
、

現
在
は
日
常
生
活
、お
よ
び
セ
ン
タ
ー

の
業
績
と
も
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
発
生
以
前
の
状
況
に
戻
り

つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
良
好

な
状
況
は
品
川
区
を
は
じ
め
関
係
者

か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
と
会
員
・
役

職
員
の
皆
様
の
尽
力
の
結
果
と
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、超
高
齢
化
社
会
の
進
展
に
よ

る「
人
生
１
０
０
年
時
代
」を
迎
え
、

私
た
ち
高
齢
者
の
存
在
価
値
が
認
め

ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も

品
川
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

会
員
と
し
て
自
分
に
合
っ
た
仕
事
を

行
い
、
続
け
て
活
躍
し
て
い
き
た
い

と
希
望
す
る
の
は
誰
で
も
当
然
の
こ

と
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
品
川
区
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
高
齢
者
の
社

会
参
加
の
た
め
の
就
業
の
確
保
と
生

涯
現
役
時
代
に
向
け
て
健
康
の
維

持
、
福
祉
の
増
進
な
ど
の
課
題
を
ひ

と
つ
ひ
と
つ
着
実
に
解
決
し
、
以
前

の
品
川
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
姿
を
会
員
の
皆
様
と
役
職
員
一
同

一
致
協
力
し
て
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
結
び
と
し
て
、
本
日
の
ご
来
賓
の

方
々
と
ご
出
席
の
会
員
の
方
々
の

益
々
の
ご
活
躍
と
ご
健
康
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
ご
紹
介
い
た

だ
き
ま
し
た
、
区
民
委
員
会
の
委
員

長
を
仰
せ
つ
か
っ
て
お
り
ま
す
高
橋

伸
明
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
司
会
の
方
か
ら
ご
説
明
の

あ
っ
た
通
り
、
本
日
は
議
長
・
副
議

長
含
め
区
民
委
員
会
の
委
員
に
つ
い

て
は
公
務
が
あ
り
欠
席
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
私
と
区
民

委
員
会
の
副
委
員
長
で
あ
り
ま
す
吉

田
ゆ
み
こ
委
員
が
出
席
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
本
日
は
、
公
益
社
団
法
人
品
川
区

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
令
和
６
年

度
の
定
時
総
会
に
お
招
き
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

区
議
会
を
代
表
し
て
挨
拶
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
品
川
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
は
、
こ
れ
ま
で
会
員
の
皆
様
が
ほ

ん
と
う
に
豊
富
な
ご
経
験
、
そ
し
て

知
識
・
技
術
を
活
か
し
て
就
業
さ
れ

て
お
り
、
本
年
度
も
ま
た
一
年
間
、

引
き
続
い
て
お
元
気
に
働
い
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
品
川
区
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
様
の
益
々
の

ご
発
展
、
な
ら
び
に
会
員
の
皆
様
の

ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
議
会

か
ら
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
本
日
は
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

高
橋
伸
明
区
民
委
員
長  

祝
辞

第
１
号
議
案
　
令
和
５
年
度
決
算
報
告
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東
大
井
支
所
菅
井
所
長
よ
り
報
告

　
総
会
出
席
：
１
4
1
名
、
委
任
状
：

1
1
8
4
名
、
計
：
1
3
2
5
名
の
参

加
で
本
総
会
は
有
効
に
成
立
。

戸
川
監
事
よ
り
報
告

　
令
和
６
年
４
月
22
日
、
朝
岡
監
事

と
共
に
会
計
及
び
業
務
の
監
査
を
実

施
し
た
。
令
和
５
年
度
の
決
算
書
類

等
に
つ
い
て
は
法
令
、
定
款
の
違
反

は
な
く
、
ま
た
会
計
基
準
等
に
よ
り

適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
古
巻
事
務
局
長

　
令
和
５
年
度
事
業
報
告
と
一
括
し

て
説
明
。

会
員
数
　
２
１
１
２
名
　
38
人
減

契
約
件
数
　

1
２
８
７
６
件
　
８
２
４
件
減

（
派
遣
含
む
）

契
約
金
額
　

11
憶
９
７
６
２
万
６
９
３
６
円

３
１
０
万
１
４
６
９
円
増

（
派
遣
含
む
）

　
令
和
５
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
も
終
息

に
向
か
い
、
徐
々
に
日
常
生
活
が
戻

る
に
伴
い
、事
業
も
回
復
基
調
と
な
っ

た
。

　
請
負
・
委
任
契
約
の
事
業
実
績
で

は
、
特
殊
詐
欺
防
止
啓
発
活
動
業
務

を
令
和
４
年
度
に
続
き
区
と
の
連
携

で
実
施
す
る
な
ど
公
共
で
順
調
だ
っ

た
一
方
、
民
間
の
実
績
は
伸
び
悩
ん

だ
。派
遣
契
約
は
前
年
度
比
46
・
１
％

増
と
好
調
で
、
合
計
の
契
約
金
額
は

前
年
度
を
や
や
上
回
る
実
績
と
な
っ

た
。

　
地
区
の
活
動
は
、
夏
期
お
よ
び
新

年
の
全
体
会
が
4
年
ぶ
り
に
実
施
さ

れ
る
な
ど
、
停
滞
状
況
か
ら
の
回
復

が
見
ら
れ
た
。

　
広
報
活
動
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通

じ
た
広
報
な
ど
新
た
な
試
み
も
加
え

て
、
積
極
的
な
情
報
発
信
を
行
っ
た
。

令
和
５
年
度
決
算

経
常
収
益
計
　

13
億
２
１
４
万
５
７
５
４
円

受
託
事
業
収
益
・
労
働
者
派
遣
事

業
等
受
託
収
益
・
受
取
会
費
・
受

取
補
助
金
　
等

経
常
費
用
計
　

12
憶
４
５
９
０
万
２
１
９
０
円

　
事
業
費
・
管
理
費
　
等

当
期
経
常
増
減
額
　

５
６
２
４
万
３
５
６
４
円

　
こ
こ
か
ら
当
期
経
常
外
増
減
額
、

法
人
税
等
を
増
減
し
て

当
期
一
般
正
味
財
産
増
減
額
　

５
６
１
１
万
２
５
８
４
円

（
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
）

資
格
審
査
報
告

監
査
報
告

公
益
社
団
法
人
品
川
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

令
和
６
年
６
月
21
日（
金
曜
日
）

13
時
30
分
き
ゅ
り
あ
ん
大
ホ
ー
ル
で

定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

　
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
品
川
区
長
の

森
澤
恭
子
で
す
。

　
本
日
、
品
川
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
定
時
総
会
が
こ
の
よ
う
に

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
大
変

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

品
川
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
47
年
の
長
き
に
わ
た
り
ま
し
て
、高

齢
者
の
皆
さ
ん
に
対
す
る
就
業
機
会

の
提
供
、あ
る
い
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
促
進
な
ど
を
通
じ
て
、地
域
社
会

の
活
性
化
と
福
祉
の
向
上
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　「
人
生
１
０
０
年
時
代
」。「
平
均
寿

命
」と
と
も
に「
健
康
寿
命
」も
延
び

て
い
く
時
代
に
お
き
ま
し
て
は
、
年

齢
に
か
か
わ
ら
ず
新
し
い
知
識
も
学

び
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
経
験

を
活
か
し
て
仕
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
で
も
う
一
段
と
活
躍
し
て
い
く

新
し
い
人
生
設
計
も
必
要
に
な
っ
て

く
る
時
代
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い

ま
す
。
高
齢
で
も
働
く
意
志
と
能
力

の
あ
る
方
々
に
活
躍
し
て
い
た
だ
け

る
社
会
、「
生
涯
現
役
時
代
」を
見
据

え
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
果

た
す
役
割
は
今
後
さ
ら
に
大
き
く

な
っ
て
い
く
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
方
に
は
、
ご
健
康
に
留
意
し

つ
つ
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

通
じ
て
引
き
続
き
幅
広
く
ご
活
躍
い

た
だ
き
、
生
き
が
い
と
喜
び
を
も
っ

て
地
域
社
会
の
活
性
化
に
貢
献
し
て

い
た
だ
く
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。
品
川
区
と
い
た

し
ま
し
て
も
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
様
々
な
地
域
活
動
に
対
し
、

こ
れ
か
ら
も
十
分
支
援
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
一
層
の
ご
発
展
と
、

会
員
の
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
・
ご

活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
私
か
ら

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
本
日
は
ま
こ
と
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

森澤区長

高橋区民委員長

森
澤
恭
子
品
川
区
長
あ
い
さ
つ

中
井
武
美
会
長
あ
い
さ
つ

中井会長

令
和
6
年
度
定
時
総
会

令
和
6
年
度
定
時
総
会

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
会
長
の
中

井
武
美
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
お
忙
し
い
中
、

ま
た
足
元
の
悪
い
中
、
公
益
社
団
法

人
品
川
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

定
時
総
会
へ
の
ご
出
席
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
森
澤
恭
子
品
川
区
長

を
は
じ
め
、
ご
来
賓
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
ご
多
用
の
と
こ
ろ
総

会
へ
の
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
う
し
た
か
た
ち
で
総
会

が
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
は
ま
こ
と

に
喜
ば
し
い
こ
と
と
、
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
日
頃
よ
り
ご

来
賓
の
皆
様
か
ら
格
別
の
ご
理
解
・

ご
支
援
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
、

重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
品
川
区
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
は
昭
和
52
年
４
月
28

日
に「
品
川
区
高
齢
者
事
業
団
」と
し

て
設
立
さ
れ
、
平
成
23
年
度
に
は「
公

益
社
団
法
人
」に
認
定
さ
れ
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
今
年
度

設
立
か
ら
47
年
を
迎
え
る
歴
史
あ
る

誉
あ
る
団
体
で
す
。

　
設
立
以
来
47
年
の
歴
史
の
中
で
民

間
や
区
民
な
ど
か
ら
の
多
様
な
要
望

に
応
え
、
ま
た
会
員
の
皆
様
に
は
就

業
機
会
の
提
供
を
行
い「
高
齢
者
の

社
会
参
加
と
福
祉
」の
増
進
に
努
力

し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
発
生
、
世
界
中
に

大
流
行
し
、
日
本
国
内
で
も
国
民
の

あ
ら
ゆ
る
生
活
を
混
乱
に
陥
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
そ
の
影
響
に
よ
り
、
品
川

区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
も
業
績

に
大
き
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

令
和
５
年
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
は
２
類
相
当
か
ら
５

類
に
法
律
上
の
位
置
づ
け
が
変
わ
り
、

現
在
は
日
常
生
活
、お
よ
び
セ
ン
タ
ー

の
業
績
と
も
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
発
生
以
前
の
状
況
に
戻
り

つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
良
好

な
状
況
は
品
川
区
を
は
じ
め
関
係
者

か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
と
会
員
・
役

職
員
の
皆
様
の
尽
力
の
結
果
と
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、超
高
齢
化
社
会
の
進
展
に
よ

る「
人
生
１
０
０
年
時
代
」を
迎
え
、

私
た
ち
高
齢
者
の
存
在
価
値
が
認
め

ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も

品
川
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

会
員
と
し
て
自
分
に
合
っ
た
仕
事
を

行
い
、
続
け
て
活
躍
し
て
い
き
た
い

と
希
望
す
る
の
は
誰
で
も
当
然
の
こ

と
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
品
川
区
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
高
齢
者
の
社

会
参
加
の
た
め
の
就
業
の
確
保
と
生

涯
現
役
時
代
に
向
け
て
健
康
の
維

持
、
福
祉
の
増
進
な
ど
の
課
題
を
ひ

と
つ
ひ
と
つ
着
実
に
解
決
し
、
以
前

の
品
川
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
姿
を
会
員
の
皆
様
と
役
職
員
一
同

一
致
協
力
し
て
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
結
び
と
し
て
、
本
日
の
ご
来
賓
の

方
々
と
ご
出
席
の
会
員
の
方
々
の

益
々
の
ご
活
躍
と
ご
健
康
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
ご
紹
介
い
た

だ
き
ま
し
た
、
区
民
委
員
会
の
委
員

長
を
仰
せ
つ
か
っ
て
お
り
ま
す
高
橋

伸
明
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
司
会
の
方
か
ら
ご
説
明
の

あ
っ
た
通
り
、
本
日
は
議
長
・
副
議

長
含
め
区
民
委
員
会
の
委
員
に
つ
い

て
は
公
務
が
あ
り
欠
席
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
私
と
区
民

委
員
会
の
副
委
員
長
で
あ
り
ま
す
吉

田
ゆ
み
こ
委
員
が
出
席
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
本
日
は
、
公
益
社
団
法
人
品
川
区

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
令
和
６
年

度
の
定
時
総
会
に
お
招
き
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

区
議
会
を
代
表
し
て
挨
拶
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
品
川
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
は
、
こ
れ
ま
で
会
員
の
皆
様
が
ほ

ん
と
う
に
豊
富
な
ご
経
験
、
そ
し
て

知
識
・
技
術
を
活
か
し
て
就
業
さ
れ

て
お
り
、
本
年
度
も
ま
た
一
年
間
、

引
き
続
い
て
お
元
気
に
働
い
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
品
川
区
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
様
の
益
々
の

ご
発
展
、
な
ら
び
に
会
員
の
皆
様
の

ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
議
会

か
ら
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
本
日
は
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

高
橋
伸
明
区
民
委
員
長  

祝
辞

第
１
号
議
案
　
令
和
５
年
度
決
算
報
告
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古
巻
事
務
局
長

令
和
６
年
度
の
基
本
方
針
、
年
間

事
業
目
標
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

詳
細
は『
シ
ル
バ
ー
し
な
が
わ
』令

和
６
年
４
月
1
日
号
で
報
告
し
た
通

り
。

令
和
６
年
度
収
支
予
算

経
常
収
益
　
13
億
９
５
５
万
２
千
円

　
受
託
事
業
収
益
・
労
働
者
派
遣
事

　
業
等
受
託
収
益
・
受
取
会
費
・
受

　
取
補
助
金
等
　
等

経
常
費
用
　
13
億
1
３
1
６
万
１
千
円

　
事
業
費
・
管
理
費
　
等

　
差
し
引
き
３
６
０
万
９
千
円
の
マ

イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
の
正
味
財
産
期
末
残
高
を
充
当

し
て
い
く
も
の
で
、
引
き
続
き
健
全

財
政
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　田
山
副
会
長

　
本
日
は
大
変
お
忙
し
い
中
、
多
数

の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
滞
り
な
く

議
案
の
決
定
、
報
告
事
項
の
承
認
を

い
た
だ
き
理
事
会
を
代
表
い
た
し
ま

し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
本
日
表
彰
さ
れ
ま
し
た
会

員
の
皆
様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
を
契
機
に
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
へ
の
一
層
の
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
、
理
事
・
事
務
局
と
一
体
と

な
り
ま
し
て
さ
ら
な
る
就
業
機
会
の

開
拓
を
行
い
、
皆
様
が
適
し
た
仕
事

に
つ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　「
人
生
１
０
０
年
時
代
」元
気
で
就

業
、
と
と
も
に
コ
ロ
ナ
時
代
に
減
少

し
た
会
員
数
の
増
強
を
心
が
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
て
、
令
和
６
年
度
定
時
総

会
を
終
了
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
お
気
を

つ
け
て
お
帰
り
下
さ
い
。

報
告
事
項

令
和
６
年
度
事
業
計
画

及
び
収
支
予
算
書

閉
会
の
こ
と
ば

『
ス
マ
イ
ル
ト
ゥ
ス
マ
イ
ル
』

は
、ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら

ア
ク
セ
ス
し
て
、セ
ン
タ
ー
か

ら
の
お
知
ら
せ
・
就
業
情
報
・

配
分
金
明
細
な
ど
、セ
ン
タ
ー

か
ら
の
情
報
を
い
ち
早
く
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
会
員

専
用
の
サ
イ
ト
で
す
。

　
６
月
下
旬
か
ら
地
区
ご
と

に
順
次
郵
送
に
て
会
員
の
皆

様
ひ
と
り
ひ
と
り
の
ロ
グ
イ

ン
I
D
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
記

載
さ
れ
た『
ロ
グ
イ
ン
I
D
・

パ
ス
ワ
ー
ド
通
知
書
』を
お
送

り
し
て
い
ま
す
。

　
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、

同
封
の
ス
マ
イ
ル
ト
ゥ
ス
マ

イ
ル
初
回
ロ
グ
イ
ン
手
順
を

参
考
に
、利
用
登
録
を
完
了
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。
初
回
ロ
グ

イ
ン
が
で
き
な
い
方
向
け
の

講
習
会
も
開
催
し
ま
す
の
で
、

通
知
書
に
同
封
の
案
内
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

『ログインID・パスワード通
知書』がお手元に届きましたら
必ずご確認お願いします。

品
川
北
地
区

藤
田
サ
エ
子

南
村
　
恵
造

品
川
南
地
区

関
　
　
禎
次

大
井
東
地
区

中
村
　
直
子

矢
野
　
俊
昭

千
葉
　
信
二

八
潮
地
区

内
空
閑
英
昭

大
井
地
区

今
井
　
浩
子

村
山
　
正
明

大
井
西
地
区

林
　
　
秋
江

中
山
　
諍
枝

佐
野
ミ
チ
子

荏
原
地
区

射
水
　
健
一

阿
部
　
昭
男

岩
澤
　
政
善

中
延
地
区

一
ノ
瀬
　
優

初
澤
　
孝
男

戸
越
地
区

飯
島
　
郁
雄

室
伏
　
璋
子

斎
藤
　
勇
寿

井
上
　
　
隆

特
別
地
区

岩
﨑
　
正
江

千
葉
　
重
行

『
ス
マ
イ
ル
ト
ゥ
ス
マ
イ
ル
』

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
！

会
員
専
用
サ
イ
ト

会員特別表彰

入会勧奨功労団体表彰

彰
表
般
一
員
会品

川
北
地
区

萩
原
　
　
宏

遠
山
は
つ
よ

土
井
　
雅
義

安
藤
　
雅
之

渡
辺
由
見
子

古
荘
　
元
博

田
口
五
十
美

田
口
　
邦
雄

丹
羽
美
紀
子

大
塚
　
祐
子

品
川
南
地
区

鈴
木
　
　
毅

曽
部
　
英
明

八
木
岡
紀
元

小
林
　
基
久

松
山
　
一
成

鈴
木
　
勝
子

東
久
保
サ
チ
子

大
崎
地
区

阿
部
ち
よ
子

宮
川
　
一
光

橋
本
　
　
博

若
松
伊
久
子

室
井
　
英
子

和
令

６

彰
表
員
会
度
年彰

表
別
特
員
会

藤
岡
　
　
仁

尾
上
　
政
晴

大
井
東
地
区

荒
井
婦
美
子

髙
橋
壽
美
子

武
井
　
和
子

入
江
　
政
充

杉
本
　
敏
雄

八
潮
地
区

小
林
　
　
弘

山
崎
　
憲
治

松
岡
　
勇
夫

原
口
　
義
和

西
岡
　
大
吉

大
里
　
政
成

阿
部
　
福
子

大
井
地
区

田
代
三
枝
子

野
元
　
浩
二

早
川
美
智
子

小
林
　
敏
朗

豊
田
サ
エ
コ

萩
原
富
美
子

山
田
　
　
兼

大
井
西
地
区

林
　
　
　
剛

若
月
　
登
美

福
田
ク
マ
エ

生
石
　
　
翠

渡
辺
　
　
衛

荏
原
地
区

飯
泉
　
宥
治

稲
葉
　
富
子

上
杉
あ
き
ゑ

村
上
　
幸
男

平
森
　
藤
雄

古
賀
　
陽
子

水
島
　
睦
子

山
本
　
眞
一

牧
岡
　
　
豊

土
屋
　
明
和

八
木
沼
　
昭

中
延
地
区

後
藤
美
登
里

佐
藤
　
芳
郎

ウ
ィ
ル
ド
ゥ
ー
美
和
子

渡
辺
　
周
治

宮
本
　
聖
子

吉
田
　
正
一

久
根
崎
雍
代

戸
越
地
区

吉
﨑
　
隆
司

住
谷
　
博
子

岡
田
　
邦
男

鶴
岡
　
勝
好

岡
田
　
秀
子

真
鍋
ヨ
シ
ヱ

高
倉
　
邦
夫

特
別
地
区

田
上
　
祐
一

大
崎
地
区

5
名

大
井
東
地
区

5
名

八
潮
地
区

6
名

大
井
地
区

6
名

荏
原
地
区

9
名

中
延
地
区

8
名

戸
越
地
区

5
名

入
会
勧
奨

功
労
団
体
表
彰

会員一般表彰

会員一般表彰
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古
巻
事
務
局
長

令
和
６
年
度
の
基
本
方
針
、
年
間

事
業
目
標
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

詳
細
は『
シ
ル
バ
ー
し
な
が
わ
』令

和
６
年
４
月
1
日
号
で
報
告
し
た
通

り
。

令
和
６
年
度
収
支
予
算

経
常
収
益
　
13
億
９
５
５
万
２
千
円

　
受
託
事
業
収
益
・
労
働
者
派
遣
事

　
業
等
受
託
収
益
・
受
取
会
費
・
受

　
取
補
助
金
等
　
等

経
常
費
用
　
13
億
1
３
1
６
万
１
千
円

　
事
業
費
・
管
理
費
　
等

　
差
し
引
き
３
６
０
万
９
千
円
の
マ

イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
の
正
味
財
産
期
末
残
高
を
充
当

し
て
い
く
も
の
で
、
引
き
続
き
健
全

財
政
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　田
山
副
会
長

　
本
日
は
大
変
お
忙
し
い
中
、
多
数

の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
滞
り
な
く

議
案
の
決
定
、
報
告
事
項
の
承
認
を

い
た
だ
き
理
事
会
を
代
表
い
た
し
ま

し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
本
日
表
彰
さ
れ
ま
し
た
会

員
の
皆
様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
を
契
機
に
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
へ
の
一
層
の
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
、
理
事
・
事
務
局
と
一
体
と

な
り
ま
し
て
さ
ら
な
る
就
業
機
会
の

開
拓
を
行
い
、
皆
様
が
適
し
た
仕
事

に
つ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　「
人
生
１
０
０
年
時
代
」元
気
で
就

業
、
と
と
も
に
コ
ロ
ナ
時
代
に
減
少

し
た
会
員
数
の
増
強
を
心
が
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
て
、
令
和
６
年
度
定
時
総

会
を
終
了
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
お
気
を

つ
け
て
お
帰
り
下
さ
い
。

報
告
事
項

令
和
６
年
度
事
業
計
画

及
び
収
支
予
算
書

閉
会
の
こ
と
ば

『
ス
マ
イ
ル
ト
ゥ
ス
マ
イ
ル
』

は
、ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら

ア
ク
セ
ス
し
て
、セ
ン
タ
ー
か

ら
の
お
知
ら
せ
・
就
業
情
報
・

配
分
金
明
細
な
ど
、セ
ン
タ
ー

か
ら
の
情
報
を
い
ち
早
く
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
会
員

専
用
の
サ
イ
ト
で
す
。

　
６
月
下
旬
か
ら
地
区
ご
と

に
順
次
郵
送
に
て
会
員
の
皆

様
ひ
と
り
ひ
と
り
の
ロ
グ
イ

ン
I
D
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
記

載
さ
れ
た『
ロ
グ
イ
ン
I
D
・

パ
ス
ワ
ー
ド
通
知
書
』を
お
送

り
し
て
い
ま
す
。

　
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、

同
封
の
ス
マ
イ
ル
ト
ゥ
ス
マ

イ
ル
初
回
ロ
グ
イ
ン
手
順
を

参
考
に
、利
用
登
録
を
完
了
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。
初
回
ロ
グ

イ
ン
が
で
き
な
い
方
向
け
の

講
習
会
も
開
催
し
ま
す
の
で
、

通
知
書
に
同
封
の
案
内
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

『ログインID・パスワード通
知書』がお手元に届きましたら
必ずご確認お願いします。
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北
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葉
　
重
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！

会
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用
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東
久
保
サ
チ
子

大
崎
地
区

阿
部
ち
よ
子

宮
川
　
一
光

橋
本
　
　
博

若
松
伊
久
子

室
井
　
英
子

和
令

６
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表
員
会
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表
別
特
員
会

藤
岡
　
　
仁

尾
上
　
政
晴

大
井
東
地
区

荒
井
婦
美
子

髙
橋
壽
美
子

武
井
　
和
子

入
江
　
政
充

杉
本
　
敏
雄

八
潮
地
区

小
林
　
　
弘

山
崎
　
憲
治

松
岡
　
勇
夫

原
口
　
義
和

西
岡
　
大
吉

大
里
　
政
成

阿
部
　
福
子

大
井
地
区

田
代
三
枝
子

野
元
　
浩
二

早
川
美
智
子

小
林
　
敏
朗

豊
田
サ
エ
コ

萩
原
富
美
子

山
田
　
　
兼

大
井
西
地
区

林
　
　
　
剛

若
月
　
登
美

福
田
ク
マ
エ

生
石
　
　
翠

渡
辺
　
　
衛

荏
原
地
区

飯
泉
　
宥
治

稲
葉
　
富
子

上
杉
あ
き
ゑ

村
上
　
幸
男

平
森
　
藤
雄

古
賀
　
陽
子

水
島
　
睦
子

山
本
　
眞
一

牧
岡
　
　
豊

土
屋
　
明
和

八
木
沼
　
昭

中
延
地
区

後
藤
美
登
里

佐
藤
　
芳
郎

ウ
ィ
ル
ド
ゥ
ー
美
和
子

渡
辺
　
周
治

宮
本
　
聖
子

吉
田
　
正
一

久
根
崎
雍
代

戸
越
地
区

吉
﨑
　
隆
司

住
谷
　
博
子

岡
田
　
邦
男

鶴
岡
　
勝
好

岡
田
　
秀
子

真
鍋
ヨ
シ
ヱ

高
倉
　
邦
夫

特
別
地
区

田
上
　
祐
一

大
崎
地
区

5
名

大
井
東
地
区

5
名

八
潮
地
区

6
名

大
井
地
区

6
名

荏
原
地
区

9
名

中
延
地
区

8
名

戸
越
地
区

5
名

入
会
勧
奨

功
労
団
体
表
彰
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７
月
は
令
和
6
年
度
１
回
目
の
安
全
就
業
強
化
月
間
で
す
。

夏
場
は
熱
中
症
に
十
分
注
意
し
、こ
ま
め
な
水
分
補
給
等
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

健
康
診
断
や
転
倒
し
に
く
い
体
づ
く
り
な
ど
、自
分
の
体
は
自
分
で
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、危
険
予
知
を
行
い
、事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

７
月
は
安
全
就
業
強
化
月
間
で
す
。

特
に
夏
場
の
時
期
は
熱
中
症
に
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
昨
年
度
も
、
就
業
途

上
に
て
熱
中
症
で
動
け
な
く
な
り
、
救

急
搬
送
さ
れ
た
方
が
い
ま
し
た
。
少
し

で
も
お
か
し
い
な
と
感
じ
た
と
き
は
無

理
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

の
ど
の
渇
き
を
感
じ
る
前
に
、
こ
ま

め
に
水
分
・
塩
分
・
経
口
補
水
液
な
ど

を
補
給
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に

屋
外
で
作
業
さ
れ
る
方
は
、
出
来
る
だ

け
風
通
し
の
良
い
日
陰
な
ど
で
、
こ
ま

め
な
休
憩
を
取
る
よ
う
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

【
熱
中
症
の
症
状
】

め
ま
い
・
立
ち
く
ら
み
・
手
足
の
し
び

れ
・
筋
肉
の
こ
む
ら
返
り
・
気
分
が
悪

い
・
頭
痛
・
吐
き
気
・
嘔
吐
・
倦
怠
感
・

虚
脱
感
・
い
つ
も
と
様
子
が
違
う

【
重
症
に
な
る
と
】

　
返
事
が
お
か
し
い
・
意
識
喪
失
・
け

い
れ
ん
・
体
が
熱
い

【
熱
中
症
が
疑
わ
れ
た
ら
】

・
風
通
し
の
良
い
日
陰
な
ど
涼
し
い
場

所
へ
移
動
し
ま
し
ょ
う
。

・
衣
類
を
ゆ
る
め
、首
回
り
、脇
の
下
、足

の
付
け
根
な
ど
を
冷
や
し
ま
し
ょ
う
。

体
温
を
下
げ
る
の
に
効
果
的
で
す
。

【
自
力
で
水
が
飲
め
な
い
・
意
識
が
な
い

場
合
は
す
ぐ
に
救
急
車
を
】

特
に
一
人
現
場
で
は
、
こ
う
な
る
前

の
段
階
で
絶
対
に
無
理
を
し
な
い
で
下

さ
い
。

転
倒
し
に
く
い
体
づ
く
り

　
昨
年
度
の
傷
害
事
故
件
数
は
、
11
件

で
、
そ
の
内
の
半
数
以
上
の
６
件
が
転

倒
に
よ
る
事
故
で
し
た
。

　
暑
い
と
足
元
へ
の
注
意
も
緩
み
が
ち

に
な
り
ま
す
。
年
齢
を
重
ね
る
と
、
何

も
な
い
と
こ
ろ
で
転
倒
し
た
り
、
思
っ

て
い
る
よ
り
も
足
が
上
が
っ
て
い
な

か
っ
た
り
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
転
倒

を
減
ら
す
た
め
に
は
脚
力
と
バ
ラ
ン
ス

能
力
を
鍛
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
普

段
か
ら
つ
ま
先
立
ち
体
操
を
継
続
し

て
、
転
倒
し
に
く
い
体
づ
く
り
を
し「
事

故
ゼ
ロ
」を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

年
に
一
回
は
、
健
康
診
断
を
受
診
し
、　

健
康
管
理
を
し
ま
し
ょ
う

　
品
川
区
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
40
歳
〜
74
歳
の
方
は
、
年
に
一

回
無
料
で「
国
保
基
本
健
診
」を
受
診
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
期
間
は
令
和
７

年
１
月
末
日
ま
で
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度（
75
歳
以
上

か
65
歳
以
上
の
障
害
認
定
）の
加
入
者

の
方
は「
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
」を
年

一
回
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
ち
ら

の
検
診
も
令
和
７
年
１
月
末
日
ま
で
で

す
。
ど
ち
ら
の
受
診
券
も
４
月
下
旬
に

郵
送
さ
れ
て
い
ま
す
、
忘
れ
ず
に
受
診

し
て
い
た
だ
き
、
体
調
管
理
に
お
役
立

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、

今
年
６
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
に

75
歳
に
な
る
方
は
、
お
誕
生
日
の
前
月

末
頃
に
品
川
区
か
ら
受
診
券
が
発
送
さ

れ
ま
す
。

10
月
１
日
以
降
に
75
歳
に
な
る
方
は

現
在
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

危
険
予
知（
Ｋ
Ｙ
）に
つ
い
て

　
何
時
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
事
故
に
遭
う

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

危
険
予
知
と
は
、
今
日
は
雨
が
降
っ

て
い
る
か
ら
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
で
滑
っ

て
転
ぶ
か
も
し
れ
な
い
、
左
の
路
地
か

ら
自
転
車
が
飛
び
出
し
て
く
る
か
も
し

れ
な
い
等
、
あ
ら
か
じ
め
危
険
な
個
所

を
想
定
し
、
万
が
一
の
事
故
に
普
段
か

ら
注
意
を
払
い
危
険
を
予
知
し
て
、
事

故
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
す
。

前
に
ヒ
ヤ
ッ
と
し
た
場
面
や
他
の
会

員
さ
ん
の
事
故
事
例
を
参
考
に
し
て
、

自
分
だ
っ
た
ら
ど
う
回
避
で
き
る
か
、

日
頃
か
ら
練
習
し
て
お
く
と
、
事
故
を

回
避
で
き
る
確
率
が
上
が
り
ま
す
の

で
、
是
非
皆
さ
ん
危
険
予
知
を
実
行
し

て
下
さ
い
。
声
に
出
す
と
よ
り
一
層
の

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

令
和
６
年
度
自
転
車
賠
償
責
任
保
険
の

取
扱
い
に
つ
い
て

東
京
都
内
で
は
、
令
和
２
年
４
月
よ

り
自
転
車
保
険
加
入
が
義
務
化
さ
れ
て

い
ま
す
。
自
転
車
を
利
用
す
る
方
は
、

必
ず
自
転
車
賠
償
責
任
保
険
に
加
入

し
、
運
転
す
る
時
は
、
十
分
に
周
囲
に

注
意
を
し
て
下
さ
い
。
事
故
を
起
こ
さ

な
い
、
遭
わ
な
い
こ
と
が
大
事
で
す
が
、

事
故
の
際
、
自
分
や
相
手
を
守
る
た
め

に
も
忘
れ
ず
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

ど
こ
に
申
し
込
ん
だ
ら
い
い
か
迷
わ

れ
て
い
る
方
へ
、
品
川
区
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
東
京
し
ご
と
財
団

や
東
京
都
が
推
奨
し
て
い
る「
サ
イ
ク

ル
安
心
保
険
」の
ご
案
内
を
し
て
い
ま

す
。
自
転
車
賠
償
保
険
付
き
の
傷
害
保

険
で
、
プ
ラ
ン
は
、
６
コ
ー
ス
で
年
間

１
、６
７
０
円
〜
７
、３
４
０
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
ご
自
分
で
申
し
込
み
手

続
き
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
一
度

申
し
込
め
ば
毎
年
自
動
更
新
さ
れ
る
た

め
、
加
入
忘
れ
が
な
い
保
険
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

申
込
書
類
は
本
部
・
荏
原
支
部
・
東

大
井
支
所
・
ゆ
た
か
支
所
に
置
い
て
あ

り
ま
す
の
で
、
お
申
込
み
の
際
は
ご
利

用
下
さ
い
。
な
お
、
す
で
に
ご
自
身
で

加
入
し
て
い
る
場
合
は
重
複
し
て
加
入

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
自
転
車
乗
車
時
の
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
着
用
も
、「
努
力
義
務
」に
な
っ
て

い
ま
す
。
自
転
車
利
用
者
は
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
着
用
も
あ
わ
せ
て
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

私
と
手
工
芸
　

　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
地
区

　堀
川

　照
子

会
員
さ
ん
趣
味
の
コ
ー
ナ
ー

　
私
が
手
慰
み
に
興
味
を
持
っ
た
の

は
、
当
時
で
は
珍
し
く
ミ
シ
ン
や
手

編
み
で
洋
服
を
作
っ
て
く
れ
た
母
の

影
響
が
大
き
い
で
す
。
小
学
５
年
生

の
時
に
は
自
分
で
も
セ
ー
タ
ー
を
編

み
、
そ
の
後
も
洋
服
や
小
物
作
り
を

続
け
自
分
の
子
ど
も
や
義
母
な
ど
家

族
に
喜
ば
れ
て
満
足
し
て
お
り
ま
し

た
。40

歳
位
の
時
に
、
偶
然
デ
パ
ー
ト

で
革
工
芸
の
展
示
会
を
目
に
し
、

バ
ッ
グ
等
を
着
色
、
形
に
す
る
こ
と

が
誰
に
で
も
出
来
る
の
に
驚
き
、
自

分
で
も
出
来
る
の
で
は
と
思
い
、
程

な
く
教
室
を
見
つ
け
革
工
芸
の
練

習
、
製
作
に
夢
中
に
な
り
ま
し
た
。

　
上
質
な
皮
を
使
い
、
裁
断
、
水
で

濡
ら
し
細
工
の
準
備
。
小
さ
な
工
具

で
叩
い
て
、
伸
ば
し
て
、
飾
り
の
切

れ
目
を
入
れ
て
と
複
雑
な
作
業
の

後
、
染
色
、
色
落
ち
防
止
剤
塗
布
、

ラ
ッ
カ
ー
仕
上
げ
、
最
後
の
綴
じ
と

形
作
り
、
楽
し
い
ひ
と
時
で
す
。
皮

材
料
に
も
牛
皮
、
裏
張
り
用
の
豚
皮
、

手
触
り
の
良
い
羊
皮
等
が
あ
り
、
年

数
を
経
る
ご
と
に
作
品
に
渋
み
が
出

て
落
ち
着
い
て
き
ま
す
。
長
年
掛
け

て
変
化
す
る
様
子
は
ま
る
で
生
き
物

の
よ
う
で
す
。
手
入
れ
を
し
て
欲
し

い
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
何
と
も

言
え
ま
せ
ん
。

　
別
の
展
示
会
で
衝
撃
的
な
作
品
に

出
会
い
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
ン
カ
ー

ビ
ン
グ
と
云
い
、
カ
ウ
ボ
ー
イ
が
広

い
原
野
を
走
り
廻
る
様
子
を
皮
で
表

現
す
る
技
術
で
す
。
心
惹
か
れ
挑
戦

致
し
ま
し
た
。

　
染
料
は
あ
ま
り
使
わ
ず
皮
そ
の
物

の
色
で
自
然
に
仕
上
げ
ま
す
。
日
が

経
つ
に
つ
れ
何
と
も
言
い
よ
う
の
な

い
色
に
変
化
す
る
の
が
魅
力
で
す
。

　
印
象
に
残
る
作
品
は
、
プ
ロ
野
球

の
王
貞
治
選
手
が
ホ
ー
ム
ラ
ン
の
世

界
新
記
録
樹
立
時
、記
者
会
見
の
際
、

私
手
作
り
の
革
製
色
紙（
写
真
）に
サ

イ
ン
を
頂
い
た
物
で
す
。
今
で
も
大

切
に
保
管
し
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
革
製
の
イ
ン
テ
リ
ア
は
湿

度
の
調
整
に
役
立
ち
、
健
康
に
良
い

と
の
事
で
す
。
ご
家
庭
に
作
品
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
時
々
お
手
入
れ
を
し

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
ご
家
庭
で
使
用
し
て
い
る
包
丁
の

手
入
れ
は
ど
う
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

本
格
的
な
砥
石
を
使
用
す
る
方
法
・
簡

易
的
な
道
具
を
使
用
す
る
方
法
な
ど
、

様
々
な
や
り
方
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
切
れ
味
抜
群
に
仕
上
げ
る
の
は
簡

単
な
作
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
品
川
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
は
、
現
役
時
代
に
調
理
関
係
の
仕
事

で
毎
日
の
よ
う
に
包
丁
を
研
い
で
い

た
会
員
が
、
そ
の
技
術
を
活
か
し
包
丁

研
ぎ
の
作
業
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

１
本
８
０
０
円
〜
と
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な

値
段
で
あ
り
な
が
ら
、
一
本
一
本
丁
寧

に
研
い
で
お
り
、
切
れ
味
は
素
人
の
も

の
と
は
違
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
仕
上
が
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ご
依
頼
は
事
務
所
で
常
時
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
が
、
地
域
の
お
祭
り
や

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ブ
ー
ス
の
設
置

も
併
せ
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
最

近
で
は
品
川
区
内
の
町
会
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
、
事
前
周
知
を
し
た
う
え
で

開
催
日
に
町
会
会
館
等
に
作
業
者
が

赴
き
、
出
張
包
丁
研
ぎ
会
を
開
催
す
る

な
ど
活
動
の
幅
を
広
げ
て
お
り
ま
す
。

４
月
に
開
催
し
た
大
井
鹿
島
町
会
で

の
出
張
包
丁
研
ぎ
会
で
は
、
１
日
で
72

本
も
の
ご
依
頼
を
い
た
だ
き
大
盛
況

で
し
た
が
、
最
後
は
作
業
を
し
た
２
名

の
会
員
の
疲
れ
が
見
え
る
な
ど
、
作
業

の
担
い
手
不
足
の
課
題
も
見
つ
か
り

ま
し
た
。
調
理
場
や
鮮
魚
店
・
大
工
な

ど
刃
物
を
扱
う
お
仕
事
で
包
丁
研
ぎ

の
経
験
を
お
持
ち
の
方
は
、
そ
の
技
術

を
シ
ル
バ
ー
で
活
か
し
て
く
だ
さ
い
。

他
で
定
期
的
な
仕
事
を
さ
れ
て
い
る

方
も
、
空
い
た
時
間
で
や
れ
る
お
仕
事

に
な
り
ま
す
の
で
、
一
度
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
ま
た
皆
様
の
中
に
も
地
域
の
町
会

で
役
員
を
や
ら
れ
て
い
る
方
も
多
く

い
る
と
思
い
ま
す
。
出
張
包
丁
研
ぎ
会

に
ご
興
味
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
担
当
者

ま
で
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
　

東
大
井
支
所
　
担
当
相
ケ
瀬

　
　
　
　

☎
3
４
５
０
|
０
７
１
3出張包丁研ぎの様子（大井鹿島町会）

職
場
紹
介【
包
丁
研
ぎ
に
つ
い
て
】

職
場
紹
介【
包
丁
研
ぎ
に
つ
い
て
】
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７
月
は
令
和
6
年
度
１
回
目
の
安
全
就
業
強
化
月
間
で
す
。

夏
場
は
熱
中
症
に
十
分
注
意
し
、こ
ま
め
な
水
分
補
給
等
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

健
康
診
断
や
転
倒
し
に
く
い
体
づ
く
り
な
ど
、自
分
の
体
は
自
分
で
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、危
険
予
知
を
行
い
、事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

７
月
は
安
全
就
業
強
化
月
間
で
す
。

特
に
夏
場
の
時
期
は
熱
中
症
に
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
昨
年
度
も
、
就
業
途

上
に
て
熱
中
症
で
動
け
な
く
な
り
、
救

急
搬
送
さ
れ
た
方
が
い
ま
し
た
。
少
し

で
も
お
か
し
い
な
と
感
じ
た
と
き
は
無

理
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

の
ど
の
渇
き
を
感
じ
る
前
に
、
こ
ま

め
に
水
分
・
塩
分
・
経
口
補
水
液
な
ど

を
補
給
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に

屋
外
で
作
業
さ
れ
る
方
は
、
出
来
る
だ

け
風
通
し
の
良
い
日
陰
な
ど
で
、
こ
ま

め
な
休
憩
を
取
る
よ
う
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

【
熱
中
症
の
症
状
】

め
ま
い
・
立
ち
く
ら
み
・
手
足
の
し
び

れ
・
筋
肉
の
こ
む
ら
返
り
・
気
分
が
悪

い
・
頭
痛
・
吐
き
気
・
嘔
吐
・
倦
怠
感
・

虚
脱
感
・
い
つ
も
と
様
子
が
違
う

【
重
症
に
な
る
と
】

　
返
事
が
お
か
し
い
・
意
識
喪
失
・
け

い
れ
ん
・
体
が
熱
い

【
熱
中
症
が
疑
わ
れ
た
ら
】

・
風
通
し
の
良
い
日
陰
な
ど
涼
し
い
場

所
へ
移
動
し
ま
し
ょ
う
。

・
衣
類
を
ゆ
る
め
、首
回
り
、脇
の
下
、足

の
付
け
根
な
ど
を
冷
や
し
ま
し
ょ
う
。

体
温
を
下
げ
る
の
に
効
果
的
で
す
。

【
自
力
で
水
が
飲
め
な
い
・
意
識
が
な
い

場
合
は
す
ぐ
に
救
急
車
を
】

特
に
一
人
現
場
で
は
、
こ
う
な
る
前

の
段
階
で
絶
対
に
無
理
を
し
な
い
で
下

さ
い
。

転
倒
し
に
く
い
体
づ
く
り

　
昨
年
度
の
傷
害
事
故
件
数
は
、
11
件

で
、
そ
の
内
の
半
数
以
上
の
６
件
が
転

倒
に
よ
る
事
故
で
し
た
。

　
暑
い
と
足
元
へ
の
注
意
も
緩
み
が
ち

に
な
り
ま
す
。
年
齢
を
重
ね
る
と
、
何

も
な
い
と
こ
ろ
で
転
倒
し
た
り
、
思
っ

て
い
る
よ
り
も
足
が
上
が
っ
て
い
な

か
っ
た
り
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
転
倒

を
減
ら
す
た
め
に
は
脚
力
と
バ
ラ
ン
ス

能
力
を
鍛
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
普

段
か
ら
つ
ま
先
立
ち
体
操
を
継
続
し

て
、
転
倒
し
に
く
い
体
づ
く
り
を
し「
事

故
ゼ
ロ
」を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

年
に
一
回
は
、
健
康
診
断
を
受
診
し
、　

健
康
管
理
を
し
ま
し
ょ
う

　
品
川
区
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
40
歳
〜
74
歳
の
方
は
、
年
に
一

回
無
料
で「
国
保
基
本
健
診
」を
受
診
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
期
間
は
令
和
７

年
１
月
末
日
ま
で
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度（
75
歳
以
上

か
65
歳
以
上
の
障
害
認
定
）の
加
入
者

の
方
は「
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
」を
年

一
回
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
ち
ら

の
検
診
も
令
和
７
年
１
月
末
日
ま
で
で

す
。
ど
ち
ら
の
受
診
券
も
４
月
下
旬
に

郵
送
さ
れ
て
い
ま
す
、
忘
れ
ず
に
受
診

し
て
い
た
だ
き
、
体
調
管
理
に
お
役
立

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、

今
年
６
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
に

75
歳
に
な
る
方
は
、
お
誕
生
日
の
前
月

末
頃
に
品
川
区
か
ら
受
診
券
が
発
送
さ

れ
ま
す
。

10
月
１
日
以
降
に
75
歳
に
な
る
方
は

現
在
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

危
険
予
知（
Ｋ
Ｙ
）に
つ
い
て

　
何
時
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
事
故
に
遭
う

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

危
険
予
知
と
は
、
今
日
は
雨
が
降
っ

て
い
る
か
ら
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
で
滑
っ

て
転
ぶ
か
も
し
れ
な
い
、
左
の
路
地
か

ら
自
転
車
が
飛
び
出
し
て
く
る
か
も
し

れ
な
い
等
、
あ
ら
か
じ
め
危
険
な
個
所

を
想
定
し
、
万
が
一
の
事
故
に
普
段
か

ら
注
意
を
払
い
危
険
を
予
知
し
て
、
事

故
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
す
。

前
に
ヒ
ヤ
ッ
と
し
た
場
面
や
他
の
会

員
さ
ん
の
事
故
事
例
を
参
考
に
し
て
、

自
分
だ
っ
た
ら
ど
う
回
避
で
き
る
か
、

日
頃
か
ら
練
習
し
て
お
く
と
、
事
故
を

回
避
で
き
る
確
率
が
上
が
り
ま
す
の

で
、
是
非
皆
さ
ん
危
険
予
知
を
実
行
し

て
下
さ
い
。
声
に
出
す
と
よ
り
一
層
の

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

令
和
６
年
度
自
転
車
賠
償
責
任
保
険
の

取
扱
い
に
つ
い
て

東
京
都
内
で
は
、
令
和
２
年
４
月
よ

り
自
転
車
保
険
加
入
が
義
務
化
さ
れ
て

い
ま
す
。
自
転
車
を
利
用
す
る
方
は
、

必
ず
自
転
車
賠
償
責
任
保
険
に
加
入

し
、
運
転
す
る
時
は
、
十
分
に
周
囲
に

注
意
を
し
て
下
さ
い
。
事
故
を
起
こ
さ

な
い
、
遭
わ
な
い
こ
と
が
大
事
で
す
が
、

事
故
の
際
、
自
分
や
相
手
を
守
る
た
め

に
も
忘
れ
ず
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

ど
こ
に
申
し
込
ん
だ
ら
い
い
か
迷
わ

れ
て
い
る
方
へ
、
品
川
区
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
東
京
し
ご
と
財
団

や
東
京
都
が
推
奨
し
て
い
る「
サ
イ
ク

ル
安
心
保
険
」の
ご
案
内
を
し
て
い
ま

す
。
自
転
車
賠
償
保
険
付
き
の
傷
害
保

険
で
、
プ
ラ
ン
は
、
６
コ
ー
ス
で
年
間

１
、６
７
０
円
〜
７
、３
４
０
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
ご
自
分
で
申
し
込
み
手

続
き
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
一
度

申
し
込
め
ば
毎
年
自
動
更
新
さ
れ
る
た

め
、
加
入
忘
れ
が
な
い
保
険
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

申
込
書
類
は
本
部
・
荏
原
支
部
・
東

大
井
支
所
・
ゆ
た
か
支
所
に
置
い
て
あ

り
ま
す
の
で
、
お
申
込
み
の
際
は
ご
利

用
下
さ
い
。
な
お
、
す
で
に
ご
自
身
で

加
入
し
て
い
る
場
合
は
重
複
し
て
加
入

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
自
転
車
乗
車
時
の
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
着
用
も
、「
努
力
義
務
」に
な
っ
て

い
ま
す
。
自
転
車
利
用
者
は
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
着
用
も
あ
わ
せ
て
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

私
と
手
工
芸
　

　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
地
区

　堀
川

　照
子

会
員
さ
ん
趣
味
の
コ
ー
ナ
ー

　
私
が
手
慰
み
に
興
味
を
持
っ
た
の

は
、
当
時
で
は
珍
し
く
ミ
シ
ン
や
手

編
み
で
洋
服
を
作
っ
て
く
れ
た
母
の

影
響
が
大
き
い
で
す
。
小
学
５
年
生

の
時
に
は
自
分
で
も
セ
ー
タ
ー
を
編

み
、
そ
の
後
も
洋
服
や
小
物
作
り
を

続
け
自
分
の
子
ど
も
や
義
母
な
ど
家

族
に
喜
ば
れ
て
満
足
し
て
お
り
ま
し

た
。40

歳
位
の
時
に
、
偶
然
デ
パ
ー
ト

で
革
工
芸
の
展
示
会
を
目
に
し
、

バ
ッ
グ
等
を
着
色
、
形
に
す
る
こ
と

が
誰
に
で
も
出
来
る
の
に
驚
き
、
自

分
で
も
出
来
る
の
で
は
と
思
い
、
程

な
く
教
室
を
見
つ
け
革
工
芸
の
練

習
、
製
作
に
夢
中
に
な
り
ま
し
た
。

　
上
質
な
皮
を
使
い
、
裁
断
、
水
で

濡
ら
し
細
工
の
準
備
。
小
さ
な
工
具

で
叩
い
て
、
伸
ば
し
て
、
飾
り
の
切

れ
目
を
入
れ
て
と
複
雑
な
作
業
の

後
、
染
色
、
色
落
ち
防
止
剤
塗
布
、

ラ
ッ
カ
ー
仕
上
げ
、
最
後
の
綴
じ
と

形
作
り
、
楽
し
い
ひ
と
時
で
す
。
皮

材
料
に
も
牛
皮
、
裏
張
り
用
の
豚
皮
、

手
触
り
の
良
い
羊
皮
等
が
あ
り
、
年

数
を
経
る
ご
と
に
作
品
に
渋
み
が
出

て
落
ち
着
い
て
き
ま
す
。
長
年
掛
け

て
変
化
す
る
様
子
は
ま
る
で
生
き
物

の
よ
う
で
す
。
手
入
れ
を
し
て
欲
し

い
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
何
と
も

言
え
ま
せ
ん
。

　
別
の
展
示
会
で
衝
撃
的
な
作
品
に

出
会
い
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
ン
カ
ー

ビ
ン
グ
と
云
い
、
カ
ウ
ボ
ー
イ
が
広

い
原
野
を
走
り
廻
る
様
子
を
皮
で
表

現
す
る
技
術
で
す
。
心
惹
か
れ
挑
戦

致
し
ま
し
た
。

　
染
料
は
あ
ま
り
使
わ
ず
皮
そ
の
物

の
色
で
自
然
に
仕
上
げ
ま
す
。
日
が

経
つ
に
つ
れ
何
と
も
言
い
よ
う
の
な

い
色
に
変
化
す
る
の
が
魅
力
で
す
。

　
印
象
に
残
る
作
品
は
、
プ
ロ
野
球

の
王
貞
治
選
手
が
ホ
ー
ム
ラ
ン
の
世

界
新
記
録
樹
立
時
、記
者
会
見
の
際
、

私
手
作
り
の
革
製
色
紙（
写
真
）に
サ

イ
ン
を
頂
い
た
物
で
す
。
今
で
も
大

切
に
保
管
し
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
革
製
の
イ
ン
テ
リ
ア
は
湿

度
の
調
整
に
役
立
ち
、
健
康
に
良
い

と
の
事
で
す
。
ご
家
庭
に
作
品
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
時
々
お
手
入
れ
を
し

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
ご
家
庭
で
使
用
し
て
い
る
包
丁
の

手
入
れ
は
ど
う
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

本
格
的
な
砥
石
を
使
用
す
る
方
法
・
簡

易
的
な
道
具
を
使
用
す
る
方
法
な
ど
、

様
々
な
や
り
方
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
切
れ
味
抜
群
に
仕
上
げ
る
の
は
簡

単
な
作
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
品
川
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
は
、
現
役
時
代
に
調
理
関
係
の
仕
事

で
毎
日
の
よ
う
に
包
丁
を
研
い
で
い

た
会
員
が
、
そ
の
技
術
を
活
か
し
包
丁

研
ぎ
の
作
業
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

１
本
８
０
０
円
〜
と
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な

値
段
で
あ
り
な
が
ら
、
一
本
一
本
丁
寧

に
研
い
で
お
り
、
切
れ
味
は
素
人
の
も

の
と
は
違
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
仕
上
が
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ご
依
頼
は
事
務
所
で
常
時
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
が
、
地
域
の
お
祭
り
や

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ブ
ー
ス
の
設
置

も
併
せ
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
最

近
で
は
品
川
区
内
の
町
会
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
、
事
前
周
知
を
し
た
う
え
で

開
催
日
に
町
会
会
館
等
に
作
業
者
が

赴
き
、
出
張
包
丁
研
ぎ
会
を
開
催
す
る

な
ど
活
動
の
幅
を
広
げ
て
お
り
ま
す
。

４
月
に
開
催
し
た
大
井
鹿
島
町
会
で

の
出
張
包
丁
研
ぎ
会
で
は
、
１
日
で
72

本
も
の
ご
依
頼
を
い
た
だ
き
大
盛
況

で
し
た
が
、
最
後
は
作
業
を
し
た
２
名

の
会
員
の
疲
れ
が
見
え
る
な
ど
、
作
業

の
担
い
手
不
足
の
課
題
も
見
つ
か
り

ま
し
た
。
調
理
場
や
鮮
魚
店
・
大
工
な

ど
刃
物
を
扱
う
お
仕
事
で
包
丁
研
ぎ

の
経
験
を
お
持
ち
の
方
は
、
そ
の
技
術

を
シ
ル
バ
ー
で
活
か
し
て
く
だ
さ
い
。

他
で
定
期
的
な
仕
事
を
さ
れ
て
い
る

方
も
、
空
い
た
時
間
で
や
れ
る
お
仕
事

に
な
り
ま
す
の
で
、
一
度
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
ま
た
皆
様
の
中
に
も
地
域
の
町
会

で
役
員
を
や
ら
れ
て
い
る
方
も
多
く

い
る
と
思
い
ま
す
。
出
張
包
丁
研
ぎ
会

に
ご
興
味
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
担
当
者

ま
で
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
　

東
大
井
支
所
　
担
当
相
ケ
瀬

　
　
　
　

☎
3
４
５
０
|
０
７
１
3出張包丁研ぎの様子（大井鹿島町会）

職
場
紹
介【
包
丁
研
ぎ
に
つ
い
て
】

職
場
紹
介【
包
丁
研
ぎ
に
つ
い
て
】

出張包丁研ぎの様子（大井鹿島町会）

（7） （6）第154号 第154号令和6年7月1日発行 令和 6年 7月 1日発行
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品
川
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

●
本
部
　
北
品
川
３
|
11
|
16

　
　
　
☎
３
４
５
０
|
０
７
１
１

●
荏
原
支
部
　
荏
原
２
|
16
|
18

　
　
　
☎
５
７
５
１
|
３
３
３
４

●
東
大
井
支
所
　
東
大
井
１
|
４
|
14

　
　
　
☎
３
４
５
０
|
０
７
１
３

　
令
和
６
年
度
か
ら
、
就
業
相
談
は
各

拠
点
窓
口
で
い
つ
で
も
受
け
付
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ご
相
談
事
が
あ
る
場
合
は
、
ご
遠
慮

な
く
各
拠
点
へ
直
接
ご
連
絡
・
ご
来

所
く
だ
さ
い
。

　
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
都
合
に
応
じ

て
職
員
が
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

お客様
発注内容一覧表

令
和
6
年
度
夏
期
全
体
会
日
程

職
員
の
人
事
異
動

就
業
相
談
に
つ
い
て

　「
人
生
百
年
」「
生
涯
現
役
」と
言
わ
れ
る

時
代
。
元
気
で
幸
せ
な
一
生
な
ら
良
い
で

す
が
、
年
々
体
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
が
悲
鳴

を
上
げ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
も

70
代
前
半
く
ら
い
ま
で
は「
今
や
れ
る
こ

と
が
５
年
後
に
も
で
き
れ
ば
い
い
ん
で

す
」と
楽
勝
で
す
が
、
諸
機
能
の
低
下
、
生

活
習
慣
病
、
運
動
不
足
な
ど
老
化
が
進
む

と
、
こ
ん
な
は
ず
で
は
…
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
の
仕
事
を
し
て
い
て
、
ま
だ

や
れ
る
の
で
は
と
欲
を
出
し
仕
事
を
増
や

し
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
だ
ん
だ
ん
と「
こ

ん
な
は
ず
で
は
」の
年
代
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
と
に
か
く
つ
ま
ず
い
た
り
転
倒

し
た
り
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
で
き

る
だ
け
長
く
現
役
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

（
担
当
理
事
　
渡
邉
み
い
子
）

令
和
６
年
度
第
１
回
共
助
会
評
議
員
会
を

５
月
30
日（
木
）に
開
催

●
令
和
５
年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
報
告

　（
左
表
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

●
1
泊
旅
行

『
共
助
会
で
は
初
⁉
の
山
梨
県
石
和
温

泉
の
旅
』

　
・
バ
ス
２
台
で
64
名
が
参
加

　
・
補
助
額
　
９
、０
５
４
円

　
　
　
　
　
　
　（
参
加
者
１
名
あ
た
り
）

●
令
和
６
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

承
認

●
本
年
度
の
１
泊
旅
行
に
つ
い
て

　
今
年
も
11
月
中
旬
に
実
施
す
る
方
向

で
進
め
て
い
ま
す
が
、
２
０
２
４
年
問

題
等
の
影
響
で
旅
費
が
高
騰
し
て
い
る

た
め
、
参
加
費
の
値
上
げ
、
実
施
方
法

の
変
更
な
ど
を
様
々
検
討
し
て
い
ま

す
。
決
ま
り
次
第
改
め
て
ご
案
内
し
ま

す
の
で
、
そ
れ
ま
で
し
ば
ら
く
お
待
ち

く
だ
さ
い
。

科　　目
会費
補助金
寄付金他
収入合計

収入の部 （円）

（円）支出の部

2,211,500
800,000

13
3,011,513

決算額

　科　　目
管理費
事業費
支出合計
当期収支差額

86,824
2,608,028
2,694,852
316,661

前期繰越金
次期繰越金

2,128,596
2,445,257

決算額

令和5年度共助会決算報告令和5年度共助会決算報告
共
助
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

品川区を象徴するものとして、神社や仏閣、商店街や
水族館など、各々にイメージするものがあると思います
が、屋形船も品川区を象徴するものの一つではないで
しょうか。
　屋形船は平安時代に貴族の舟遊びにも使われており、
船上で楽器を演奏したり、和歌を詠む雅な文化として親
しまれ、万葉集にもその名前が記されております。現在も
品川区内にはいくつかの船宿があり、品川の文化として
発展しています。暑さの厳しい昨今、水辺で楽しむ品川
の文化で、夏の涼を楽しんでみてはいかがでしょうか。

撮影：町田洋子会員（品川北地区）

シルバー

6
月
30
日
付
退
職

鈴
木
　
祥
司

　
　
本
部
再
任
用

７
月
１
日
付
新
規
採
用

渡
辺
　
凌
大

　
　
荏
原
支
部
主
事

７
月
１
日
付
人
事
異
動

白
井
　
祐
子

　
　
荏
原
支
部
主
任
▽
東
大
井
支
所
主
任

志
村
　
直
朗

　
　
東
大
井
支
所
主
任
▽
本
部
主
任

品川区の名所や風景、会員さんの
作業の様子など、表紙に使用する
写真を募集いたします。写真が趣
味の方など、興味のある方は事務
局までお問合せください。

屋形船で涼を感じるひと時
中
延
地
区
　
　
7
月
15
日
（
月
） 

荏
原
第
二
地
域
セ
ン
タ
ー
第
１
・
2
集
会
室

品
川
南
地
区

7
月
21
日
（
日
）

品
川
第
一
地
域
セ
ン
タ
ー
第
１
集
会
室

品
川
北
地
区
　
7
月
27
日
（
土
） 

　
品
川
第
一
地
域
セ
ン
タ
ー
第
１
集
会
室

大
崎
地
区
　
　
7
月
28
日
（
日
） 

大
崎
第
一
地
域
セ
ン
タ
ー
第
１
・
2
集
会
室

大
井
西
地
区
　
7
月
28
日
（
日
）

　
大
井
第
三
地
域
セ
ン
タ
ー
第
2
集
会
室

荏
原
地
区
　
　
7
月
28
日
（
日
） 

荏
原
第
一
地
域
セ
ン
タ
ー
第
１
・
2
集
会
室

大
井
東
地
区
　
8
月
3
日
（
土
） 

　

　
東
大
井
区
民
集
会
所
第
５
・
6
集
会
室

八
潮
地
区
　
　
8
月
４
日
（
日
）

　
八
潮
地
域
セ
ン
タ
ー
レ
ク
ホ
ー
ル

戸
越
地
区
　
　
8
月
11
日
（
日
） 

　
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

大
井
地
区
　
　
8
月
18
日
（
日
） 

　
大
井
第
二
地
域
セ
ン
タ
ー
第
１
集
会
室

会員総数
令和6年6月1日現在

1,178名
男

1,023名
女

2,201名

（
鉄
道
唱
歌
の
替
え
歌
）

あ
と
が
き

我
ら
人
生
60
か
ら

　
我
ら
人
生
60
か
ら
心
も
体
も
元
気
で
す
／

70
で
迎
え
に
き
た
な
ら
ば
た
だ
い
ま
お
留
守

と
言
い
な
さ
い
。

　
我
ら
人
生
60
か
ら
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
朗
ら

か
に
／
80
で
迎
え
に
き
た
な
ら
ば
ま
だ
ま
だ

早
い
と
言
い
な
さ
い
。

　
我
ら
人
生
60
か
ら
そ
ん
な
に
不
足
は
言
い

ま
せ
ん
／
90
で
迎
え
に
き
た
な
ら
ば
そ
ん
な

に
急
く
な
と
言
い
な
さ
い
。

　
我
ら
人
生
60
か
ら
い
つ
も
感
謝
で
暮
ら
し

ま
す
／
1
0
0
で
迎
え
に
き
た
な
ら
ば
頃
み

て
行
く
よ
と
言
い
な
さ
い
。（
作
詞：梶
谷
忠
）

中集募


